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としたとき，X が張る（部分）空間を S = span(X)と呼ぶ．このとき，Sの直交補空間 S⊥と
S⊥の次元と S⊥の基底を一つ求めよ．

2. ２次元の点（ベクトル）を (0.5, 0.6), (0, 6), (1, 6.3)とする．これらの点を授業で習った意味で
最も良く当てはめる２次曲線を求めよ．

3. Rnのある部分空間を Sとしたとき，∀b ∈ Rnを Sへ射影する行列 P を射影行列と呼ぶ．つま
り，c := Pb ∈ Sが成り立つときである．P が射影行列であれば，P 2 = P であることが知ら
れている．また，その補空間に射影する行列を補射影行列 I − P と呼ぶ．ただし，I は単位行
列とする．

(a) 授業で習った直交射影行列をP と呼ぶと，P 2 = P，P T = P が成り立つことを確認せよ．

(b) P を一般の射影行列とし，つまり，必ずしも直交射影行列であるという仮定を用いないで
P = P T が成り立つとき，P によって（射影されて）定義された部分空間とその補射影
行列によって定義された部分空間が（お互いに）直交している（部分空間である）ことを
示せ．
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4. シュミットの正規直交化法を用いて，次の R4のベクトルを正規直交化せよ．
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